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令和６年（2024年）９月定例議会本会議（９月18日） 

地域防災計画検証特別委員長中間報告 

 

 ただいま議題となりました、地域防災計画検証特別委員会におけ

る審査の経過と結果の中間報告を申し上げます。 

本委員会は、令和６年１月１日に発生した能登半島地震を契機に、

本市の地域防災計画が真に実効性のあるものとなっているか検証す

べく、令和６年２月28日の本会議において設置され、これまで延べ

８回の会議を開き、地域防災計画（地震災害対策計画編）に係る検

証を進めてまいりました。 

 検証においては、同編の全５部について、各部ごとに検証項目及

び確認項目という形で256項目にわたり市の所見を聴取し、それに対

する質疑を行ってまいりました。 

主な質疑を申し上げますと、避難所や救護所の在り方、ジェンダ

ー平等の視点や要援護者等への配慮の必要性、津波浸水域に配置さ

れている建物等に対する考え方、計画に記載されている内容の実情

との整合性、市民への啓発の重要性についてであります。 

 これらの質疑及び意見をもとに、８月16日及び９月９日の委員会

において協議した結果、地域防災計画の改定及び計画に基づく運用

の改善について、本委員会として提言を行うことを決定しましたの
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で、以下、本委員会の提言を申し上げます。 

 

まず、地域防災計画（地震災害対策計画編）の改定に関する提言

です。 

第１部 総則については、 

・市民の役割及び防災備蓄の基本的方針において、大規模、広範囲

の災害では支援が遅れる可能性も踏まえ、家庭における食糧、飲料

水等の備蓄量の増加を推奨されたい。 

ほか３件です。 

第２部 災害予防計画については、 

・災害に強い人づくりの推進として、自主防災の重要性についての

意識啓発につながる表記を検討されたい。 

・男女共同参画の推進と多様な性の尊重において、ＬＧＢＴＱ＋に

ついての文言を明記されたい。 

ほか 11件です。 

第３部 災害応急対策計画については、 

・避難所の運営管理における防犯対策について、注意喚起にとどま

らず、性犯罪等を許さない体制づくりを行う旨を明記されたい。 

ほか５件です。 
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第４部 復旧・復興計画については、 

・災害復興の流れにおいて、復興体制の確立等について時間の経過

とともに踏むべき段階が分かりやすくなるよう記載することを検

討されたい。 

ほか３件です。 

第５部 南海トラフ地震防災対策推進計画については、 

・災害応急対策をとるべき期間等において、主体がわかりやすい 

表記を検討されたい。 

の１件です。 

 

次に、地域防災計画（地震災害対策計画編）に基づく運用の改善

に関する提言です。 

・震災時避難所において、女性専用スペースの設置や巡回警備の配

置など、ジェンダー平等、プライバシー確保に配慮された運営がで

きるよう検討されたい。 

・福祉避難所の開設順序、避難順序等の在り方について、よりよい

形になるよう再検討されたい。 

・地域医療救護所について、地元のクリニックにおいて救護活動を

行う運用変更の可能性も含め、改めて有効な在り方についての検討

を進められたい。 
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・地域医療救護所や災害拠点病院、広域応援活動拠点、物資搬送拠

点等について、拠点となる施設が津波発生時の浸水想定区域内とな

る場合があるため、拠点設定の再検討及び津波被害が発生した場合

の代替地を検討されたい。 

・町内会・自治会や、民生委員、福祉団体等と連携し、災害時要援

護者の円滑・安全な避難につながるマニュアル等の検討を進められ

たい。 

ほか 12件です。 

提言は以上となりますが、今後、地域防災計画の改定及び運用に

ついては、委員会において対応経過の報告を受け、随時確認してま

いります。 

市民の安心安全な暮らしを守るため、実効性の高い、配慮の行き

届いた防災体制構築に向けて、引き続き取り組んでまいります。 

以上で中間報告を終わります。 


